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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 19日 (2005.1.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ に 、 「 示 差 走 査 熱 量 計 に よ り 測 定 さ れ る 第 ２ の 昇 温 過 程 で の 吸 熱 曲 線 」 は 、 「 Ｄ Ｓ
Ｃ － ６ ２ ０ ０ 」 （ セ イ コ ー 電 子 工 業 株 式 会 社 製 ） に よ り 、 試 料 ５ ｍ ｇ を １ ０ ℃ ／ 分 の 一 定
の 昇 温 速 度 で 加 熱 す る と き の 第 ２ の で の 融 解 熱 を 測 定 し て 得 ら れ る 曲 線 で あ る 。
　 ま た 、 「 （ Ｔ ｍ － ２ ０ ） ℃ 以 下 の 部 分 の 面 積 〔 ｓ 〕 」 と は 、 Ｄ Ｓ Ｃ チ ャ ー ト に お け る 当
該 吸 熱 曲 線 と ベ ー ス ラ イ ン と に よ り 区 画 さ れ る 領 域 の う ち 、 温 度 ≦ （ Ｔ ｍ － ２ ０ ） ℃ が 成
立 す る 範 囲 の 面 積 を い う 。
　 す な わ ち 、 こ の 吸 熱 曲 線 と ベ ー ス ラ イ ン と に よ り 区 画 さ れ る 全 て の 面 積 〔 Ｓ 〕 は 、 試 料
全 体 に よ る 吸 熱 ピ ー ク 面 積 で あ り 、 （ Ｔ ｍ － ２ ０ ） ℃ 以 下 の 部 分 の 面 積 〔 ｓ 〕 は 、 こ の 温
度 以 下 で 融 解 す る 低 融 点 成 分 に よ る 吸 熱 ピ ー ク 面 積 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 一 般 式 （ ２ ） で 表 さ れ る ヒ ド ロ オ ル ガ ノ ポ リ シ ロ キ サ ン は 、 例 え ば 、

を 硫 酸 等 の 酸 触 媒 の 存 在 下 、 常 温 で 数 時 間 開 環 重 合 さ せ る こ と に よ り 、 種 々 の
重 合 度 の も の と し て 得 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
〔 長 鎖 １ － ア ル ケ ン の 精 製 処 理 〕
　 炭 素 数 ＝ ２ ６ ～ ５ ０ （ 平 均 ３ ０ ） の 長 鎖 １ － ア ル ケ ン 「 ダ イ ア レ ン ３ ０ 」 （ 三 菱 化 学 株
式 会 社 製 ， Ｍ ｗ ＝ ７ ２ ９ 、 Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ ＝ １ ． ４ ０ ） １ ０ ０ ｇ を ト ル エ ン ３ ０ ０ ｇ 中 に 添 加
し 、 ８ ０ ℃ に 加 熱 し て 当 該 長 鎖 １ － ア ル ケ ン を 溶 解 さ せ た 。
　 次 い で 、 こ の 溶 液 の 温 度 を ６ ０ ～ ７ ０ ℃ ま で 冷 却 し た 後 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル （ ２
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ヘ キ サ メ チ ル
ジ シ ロ キ サ ン と 、 オ ク タ メ チ ル シ ク ロ テ ト ラ シ ロ キ サ ン と 、 テ ト ラ メ チ ル シ ク ロ テ ト ラ シ
ロ キ サ ン と



５ ℃ ） ７ ０ ０ ｇ 中 に 攪 拌 し な が ら 展 開 す る こ と に よ り 長 鎖 １ － ア ル ケ ン を 沈 澱 さ せ た 。
　 次 い で 、 沈 澱 物 を 含 む 当 該 溶 液 を 遠 心 濾 過 器 （ 直 径 ２ ５ ｃ ｍ ， ２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ） で ２ 分
間 濾 過 処 理 を 行 っ て 濾 過 ケ ー キ を 得 た 。
　 次 い で 、 濾 過 ケ ー キ を ト ル エ ン ２ ５ ０ ｇ で 洗 浄 す る 操 作 （ ５ 分 間 ） を ４ 回 繰 り 返 し た 後
、 当 該 濾 過 ケ ー キ を ス ト リ ッ ピ ン グ し て 溶 剤 を 除 去 し た 。
　 こ の よ う に し て 精 製 処 理 さ れ た 長 鎖 １ － ア ル ケ ン （ ） 、 お よ び 精 製 処 理
を し て い な い 長 鎖 １ － ア ル ケ ン （ ） の 各 々 に つ い て 、 吸 熱 最 大 ピ ー ク 温 度
（ Ｔ ｍ ） 、 吸 熱 曲 線 と そ の ベ ー ス ラ イ ン と に よ り 区 画 さ れ る 全 て の 面 積 に 対 す る 、 （ Ｔ ｍ
－ ２ ０ ） ℃ 以 下 の 部 分 の 面 積 の 比 率 お よ び 針 入 度 （ ５ ０ ℃ ） を 測 定 し た 。 結 果 を 下 記 表 １
に 示 す 。
　 ま た 、 こ の よ う に し て 精 製 処 理 さ れ た 長 鎖 １ － ア ル ケ ン に つ い て 測 定 し た 当 該 吸 熱 曲 線
（ Ｄ Ｓ Ｃ チ ャ ー ト ） を 図 ４ に 示 し 、 精 製 処 理 し て い な い 長 鎖 １ － ア ル ケ ン 「 ダ イ ア レ ン ３
０ 」 に つ い て 測 定 し た 吸 熱 曲 線 （ Ｄ Ｓ Ｃ チ ャ ー ト ） を 図 ５ に 示 す 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
〔 長 鎖 （ 高 級 ） ア ル コ ー ル の 精 製 処 理 〕
　 炭 素 数 ＝ ２ ０ ～ ４ ０ （ 平 均 ３ ０ ） の 長 鎖 ア ル コ ー ル 「 ユ ニ リ ン ４ ２ ５ 」 （ 東 洋 ペ ト ラ イ
ト （ 株 ） 製 ） ５ ０ ｇ を 、 ト ル エ ン と イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル と の 混 合 溶 剤 （ 混 合 質 量 比 ＝
２ ０ ： １ ） １ ０ ５ ０ ｇ 中 に 添 加 し 、 ８ ０ ℃ に 加 熱 し て 長 鎖 ア ル コ ー ル を 溶 解 さ せ た 。
　 次 い で 、 こ の 溶 液 を 室 温 ま で 冷 却 し て 長 鎖 ア ル コ ー ル を 再 結 晶 さ せ た 。
　 次 い で 、 再 結 晶 し た 長 鎖 ア ル コ ー ル を 含 む 当 該 溶 液 を 遠 心 濾 過 器 （ 直 径 ２ ５ ｃ ｍ ， ２ ０
０ ０ ｒ ｐ ｍ ） で ３ ０ 分 間 濾 過 処 理 を 行 っ て 濾 過 ケ ー キ を 得 た 。
　 次 い で 、 当 該 濾 過 ケ ー キ を ス ト リ ッ ピ ン グ し て 溶 剤 を 除 去 し た 。
　 こ の よ う に し て 精 製 処 理 さ れ た 長 鎖 ア ル コ ー ル （ ） 、 お よ び 精 製 処 理 を し て
い な い 長 鎖 ア ル コ ー ル （ ） の 各 々 に つ い て 、 吸 熱 最 大 ピ ー ク 温 度 （ Ｔ ｍ ） 、 吸
熱 曲 線 と そ の ベ ー ス ラ イ ン と に よ り 区 画 さ れ る 全 て の 面 積 に 対 す る 、 （ Ｔ ｍ － ２ ０ ） ℃ 以
下 の 部 分 の 面 積 の 比 率 お よ び 針 入 度 （ ５ ０ ℃ ） を 測 定 し た 。 結 果 を 下 記 表 １ に 示 す 。
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